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1. はじめに 

本サービスは、モビリティ分野の研究開発を行う方にとって、非常に有益な情報を特許から調べることができる業務委託調査サー

ビスです。 

 

ご依頼に基づいて、お客様の研究・開発テーマに関する世界中の他社の R&D 内容や R&D 動向を調べます。調査結果は、特許リス

トを生成して提供します。また、特許解析を行った結果は、資料を制作してレポートとして提供します。調べる調査 Option は、複

数用意していて、料金体系を明確化していますので、調べたい内容とご予算とから、お客様の目的にマッチした依頼ができるサー

ビスの仕組みになっています。 

詳細は、この後、説明してまいります。 

 

R&D 内容を調べるとは 

そもそも、R&D 内容は、基本、非公開情報ですので、知ることがで

きない情報です。しかし、特許制度によって公開する発明を読み解

く作業を行うことによって、知り得る情報になります。モビリティ

分野の特許情報は、EV・自動運転・車載通信などの新しいクルマの

R&D 事例の宝庫になっています。例えば、AI 技術を応用するクル

マがどのように進化していくのかなど最新の R&D 動向を知ること

ができて、しかも、より具体的な R&D 事例として学ぶことができ

る情報になっています。この他社の R&D 事例を知ることによって、

自社の開発戦略をどう進化させるか、またどのように導入計画を立

てるべきかのインスピレーションを得ることができる情報として

活用でします。 

 

R&D に取り組むモビリティ分野の企業数、年々増加傾向 

図１に示したのは、モビリティ分野の R&D テーマ１０種類につい

ての特許出願人数（企業数）を縦軸に示したこの１０年の時系列グ

ラフです。各テーマのグラフを見ると、年々増加傾向にあります。

このグラフが伝える意味は、競合する企業が増えていること。例え

ば、EV 車両などの R&D 活動を行う企業が増えています。また、自

動運転や車載通信機能を搭載した車両の R&D 活動を行う企業が増

えています。また、これら車両を利用したロボタクシーやカーシェ

アリングなどのサービスのソリューションシステムの R&D 活動を

行う企業が増えています。特に、中国や米国、韓国などの海外企業

が増えています。 
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調べられる「企業」、世界中です。  

例えば、過去に調べた主な企業名を下表に示します。 

地域 出願人（企業名） 

日本 
トヨタ自動車、本田技研工業、日産自動車、マツダ、デンソー、パナソニック、三菱電機、ソニー、日立、矢崎総業、

など 

中国 
BYD、吉利汽車、CATL、中国第一汽、長安汽車、東風汽車、北京汽車、上海汽車、HUAWEI、King Long、BEIJING 

DIDI、BAIDU、など 

米国 
FORD、GM、TESLA、WAYMO、APPLE、STATE GRID 、STATE FARM MUTAL AUTOMOBILE INSURANCE、な

ど 

韓国 現代自動車、LG、LG ELECTRONICS、LG DISPLAY、SAMSONG、42DOT、など 

欧州 
MERCEDES BENZ、Daimler Truck Holding、AUDI、AUDI など Volkswagen、ステランティス、BMW、BOSCH、

VOLVO、Renault、MAN TRUCK & BUS、など 

 

調べられることは、「R&D の内容」やこれら動向です  

以下に示す R&D の内容等を調べられます。詳しくは、この後説明して参ります。 

• 「どんな顧客ニーズを解決しようとしているのか」 

• 「どんな商品・サービスをどのような機能で実現しようとしているのか」 

• 「どんな技術課題を解決しどのような性能を実現しようとしているのか」 

• 「どんな人工知能を採用しどのような便利な機能を実現しようとしているのか」 など 

 

調査結果を安心して取り扱うことができる仕組みがあります 

納品物のレポートで報告する調べた結果は、「特定企業の R&D 内容」等についてですが、この企業が本当にこの R&D を開発して

いるのかについての信憑性をお客様ご自身が確認できるようにします。具体的には、調査の考察を導くエビデンスとなる対象特許

公報や公報の記載箇所をレポートに記載するようにしています。お客様自身が、当事者企業の R&D 内容を特許から確認できるよ

うにします。また、その対象特許公報の全文をお客様自身が読んで確認できる環境を提供しますので、安心して調査結果を取り扱

うことができるようになるように努めています。詳しくは、この後の説明をお読みください。 

 

サービスの利用をオススメする方 

主に、自動車メーカーや自動車部品メーカーなど以下の部署の方にお薦めしています。 

• 研究部門、開発部門の方 

• 開発企画、新規事業企画、技術戦略や技術管理などの部署名などの R&D に関わる方 

• 新しい R&D を設定することに関わるマーケティングを担う方 

• 知財部門の IP ランドスケープを担う方、特許調査をする方 
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2. 概要 

本サービスは、お客様の R&D テーマについて、「R&D 競合企業を調べる」「R&D 内容を調べる」「R&D を比較する」の３種類の業

務を委託できるサービスです。お申込みからの全体の流れを、下図に示しました。 
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委託できる業務の全体像 

本サービスで委託できる業務は、下図に示した①②③の３Step の業務の一部あるいは全部を委託することができます。 

 

競合他社の R&D と比較しながら、お客様の行う R&D を検討できるようにします。 

この後、①②③の各業務を詳しく説明して参ります。 
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3. ①．R&D 競合企業を調べる 

 

 

本サービスでは、お客様の R&D テーマについての特許を以下３つの作業を行います。 

 

1. 「世界中の特許を検索できる検索式作成」 

2. 「パテントマップ作成」 

3. 「出願人（企業）リストアップ」を行い資料にして、ご報告をます。 

 

⚫ １７０カ国の特許検索式を作成 

本サービスでは、１７０カ国の特許を調べます。実用新案を含めて調べます。これにより、ドイツ、中国、韓国、米国、日本など

の国に開発拠点がある OEM メーカーの R&D の内容が書かれている特許を漏れなく調べることができるようになります。 

 

主な企業 拠点 公報の言語 

BYD 社,GEELY 社、NIO 社、CATL 社等 中国 中国語 

HYUNDAI 社、LG ENERGY 社、Samsung 社等 韓国 ハングル 

BENZ 社、VW 社、ステランティス社等 ドイツ ドイツ語 

FORD 社、GM（CRUSE）社、TESLA 社 米国 英語 

トヨタ、ホンダ、日産、等 日本 日本語 

 

⚫ この１７０カ国の特許を読める環境を提供する 

本サービスでは、提供するレポートや特許リストに掲載する特許公報を、お客様ご自身の PC で読めるようにします。 

しかも、翻訳して日本語等で読めるようになるので、専用の特許ツールを購

入することなく中国語の特許を日本語で読めるなど、とても便利になります。 

 

例えば、公報番号「CN118269571A」は、クリックすると、ご自身のパソ

コン上で公報が閲覧できます。リンク先は、弊社が使用している特許ツー

ル「PatSnap」の専用サイトです。ゲスト状態で公報を閲覧が可能です。 

サイト上の「翻訳」ボタンを操作すると、日本語で翻訳された状態で読む

ことができるように設定が可能です。  

 

このように、レポート資料や特許リストでご提供した特許番号を、お客様はご自身で公報内容を確認することが可能になります。

なお、特許図面に関しては、PatSnap が翻訳しない仕様ですので、例えば、中国特許の図面は、中国語のままです。 

 

  

https://analytics.patsnap.com/patent-view/abst?patentId=c6bafcde-b5ce-4cf1-8caa-27425de286fa&signature=tIvSfUNJZR8IUg0zjfdqUX1m7DALnDdZq%2B4BjYqWLzI%3D&from=VIEW&date=20240810T075846Z&expire=94608000&shareId=C4033783GF5759863GFDFFFF8F1280F8&version=1.0
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⚫ 競合企業リストを提示する 

本サービスでは、特許検索式で抽出した特許母集団における出願人（企業）名をリストアップします。 

 

「モータ駆動」テーマでの事例で説明します。 

まずは、お客様テーマの特許検索式を作成して、パテントマップを作成します。 

結果は、右の表のような企業がリストアップされます。 

このリストは、基本、出願人名でご報告します。つまり、「モータ駆動」テーマの

R&D を行っていることが推測される企業名を特定できます。右の表の場合は、発

明者数で各社を比較できるようにして、技術者がどの程度いる企業なのかを可視

化することができます。 

 

なお、ここでいう当該「競合企業リスト」は、お客様の R&D テーマに関わる企業であって、同じ R&D を行う企業以外を含む類似

する R&D を行う企業になります。その点、予めご承知おきください。真の競合企業を調べるのは、この後説明する「R&D 内容を

調べる」「R&D を比較する」特許解析を行うことにより、調べられるようになります。 

 

⚫ グループ会社単位で調べられる 

本サービスでは、企業単位の R&D 内容を調べることができますが、子会社を含むグループ会社の R&D の内容を俯瞰して調べる

ことができます。 

 

例えば、フォルクスワーゲンは、「VOLKSWAGEN AG」という出願人名です。子会社の「AUDI AG」など下表の赤字で示した子

会社を把握して、グループ会社の特許を束ねて調べることができます。 

 

グループ会社名 子会社を含むグループ会社の出願人名リスト 

フォルクスワーゲン 

VOLKSWAGEN AG 

AUDI AG 

MAN TRUCK & BUS AG 

DR ING H C F PORSCHE AG 

その他、「SCANIA CV AB」などなどたくさんあります。 

 

R&D の内容を調べるには、子会社で行う R&D なども一緒に調べることが、重要です。 
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4. ②．R&D 内容を調べる 

本サービスでは、特定企業の R&D 内容について、以下のことを特許解析で調べることができます。 

 

• 「どんな顧客ニーズを解決しようとしているのか」 

• 「どんな商品・サービスをどのような機能で実現しようとしているのか」 

• 「どんな技術課題を解決しどのような性能を実現しようとしているのか」 

• 「どんな人工知能を採用しどのような便利な機能を実現しようとしているのか」 

など 

 

特許情報に書かれる発明の内容が発明者自身の R&D 内容になる傾向であるメカニズムを使って、発明者が所属する特定企業の複

数の特許出願を調べて、当該企業の R&D 内容を調べます。具体的には、下表で示した５項目の発明の内容から、それぞれの R&D

内容を調べます。特許出願が少ない R&D テーマ数の場合には、当該 R&D 内容を調べにくくなりますが、技術革新により新規なア

イデアが創出されるモビリティ分野の R&D テーマの多くが特許を多く出願する傾向があり、結果的に、企業の R&D 内容を調べら

れる傾向がモビリティ分野にはあります。 
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⚫ R&D で「解決しようとする顧客ニーズ等の課題」を調べる 

本サービスでは、R&D で「解決しようとする顧客ニーズ等の課題」を調べることができます。 

 

R&D を行う企業の複数の特許を集めて、各特許に書かれている「発明が解決する課題」を複数集めて当該企業の R&D で「解決し

ようとする顧客ニーズ等の課題」として調べます。 

 

具体的な事例で説明します。 

 

例えば、「カーシェアリングサービス」テーマに関する特許母集

団に対して、どのような「解決しようとする技術課題」にどのよ

うなものが存在しているのかを調べました。 

 

次世代のカーシェアリングサービスは、電気自動車を使い、充電

タイミングを管理する機能や、料金を自動掲載し自動決済する機

能や、返却場所を自由に選べるものの、駐車スペースの空きを管

理することの機能など、システム化が進められていることが特許

を調べることで把握することができます。 

 

この例は、モビリティサービスの例で説明しました。それだけではなく、車両の技術課題も特許から把握できます。 

 

⚫ R&D で「実現しようとする商品・サービス」を調べる 

本サービスでは、他社の R&D によって「実現しようとする新しい商品・サービス」について、特許情報から調べます。 

 

「EV の航続距離が不足する」課題を解決しようとする事例で説明します。 

調べた結果を下図の展開図に描きました。このような展開図が描けるだけのことを特許から調べることができます。 

 

 

この展開図の例では、新しい「商品・サービス」を伝えるために、「商品・サービス」と「機能・差別化」の列を分けた展開図にし

ています。それによって、どんな商品のどんな機能なのかのヒエラルキーまで把握できるようにしています。この例では、「急速充

電」のような EV 車両の機能で航続距離が不足する EV 車両を如何に早く充電できるようにするのかという解決手段と、一方で、５
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分でバッテリ交換をするサービスとしての「バッテリ交換ステーション」で長くかかる充電待ちをしないで済むサービスの例を示

しました。このように、顧客ニーズでの特許母集団の特許解析をして、全く異なる実現方法の「商品・サービス」が R&D が世の中

では行われていることを報告できるようにしています。 

 

 

⚫ R＆D アクティビティを可視化できる 

本サービスでは、企業の R&D の活性化度合いを特許数、発明数、発明者数などで可視化できます。 

 

事例を図１で説明します。 

「V2X 車載」テーマなど１０種類のテーマについて出願人数（企業

数）をグラフ化した結果を図１に示しました。ここでは、企業数で可

視化をして、競合企業の数を測り確認しています。 

 

図１の１０種類のテーマの競合企業数は、右肩上がりに増えている傾

向が多くみられます。例えば、「モータ駆動」の場合、４、０００社

が１５、０００社の３．５倍に１０年で増えているなど、競合企業の

数が具体的な企業数を明確化でき、かつ増えていることが分かりまし

た。 

 

 

技術用語などのキーワードのパテントマップ可視化 

下図に示したように、「ディープラーニング」「生成 AI」などのユニークなキーワードのパテントマップ可視化は、そのキーワード

に関する R&D の傾向を確認することができます。R&D ブームになる予兆を気付くことができるようになります。 
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⚫ R&D で「人工知能等要素技術を使って実現しようとする機能」を調べる 

本サービスでは、「実現しようとする機能」の R&D を調べることができます。特に、人工知能を使った機能の R&D に関する特許

が増えていますので、これら特許を調べて、どのような車両機能を実現しようとしているのかを調べることができます。あるいは、

車両のテレマティクスデータを通信技術でつながるサーバ等システム上の機能の R&D が行われていますので、これら調べること

ができます。 

 

例えば、「ディープラーニング」や「生成 AI」など人工知能の種類で調べることができます。あるいは、カーシェアリングなどのサ

ービス名で調べることができます。いろんな方法で、人工知能によって実現される機能を調べることができます。 

 

調べた事例の紹介 

大分類 

（商品・サービス） 

実現しようとする機能 人工知能で認識すること 

EV 車両 運転制御 運転シーンごとのハンドル角度、アクセル、ブレーキ、ギア、車速、

など 

EV コックピット機能 音声アシスト機能 生成 AI で音声の感情を検知する 

車両走行制御 走行道路上の障害物のセン

シング 

歩行者などの障害物の検知 

ドライバの運転 運転操作の検知、 

運転能力の評価 

ドライバが操作するハンドル角度、アクセル、ブレーキ、ギア、車

速、などを認識する 
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5. ③．R&D を比較する 

本サービスでは、企業の R&D 内容を調べた結果を使って、企業比較をすることができます。 

 

「R&D で実現しようとする商品の違い」を含めて、下図に示したように、「R&内容のどこが違うか」を比較できます。 

 

つまり、「②．R&D 内容を調べる」で説明した以下４つのいずれでも比較ができます。 

• 「どんな顧客ニーズを解決しようとしているのか」 

• 「どんな商品・サービスをどのような機能で実現しようとしているのか」 

• 「どんな技術課題を解決しどのような性能を実現しようとしているのか」 

• 「どんな人工知能を採用しどのような便利な機能を実現しようとしているのか」 

など 
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比較する３つの観点 

比較には、３つの比較があります。 

 

比較する項目 特許解析の内容とお客様にとっての意味・目的 

R&D の企業差 

 

他の企業が R&D を行っていない、「独自 R&D 内容」を調べます。 

 

R&D 内容を分解した分類を設定して、その分類ごとに、競合他社の R&D 内容

を調べるミニ解析を行って、企業の R&D の差を気づけるように可視化し、お

客様自身の R&D の独自性を検討ができるようにする。 

 

トレンド化傾向のある R&D 

 

特定の人工知能等技術の R&D を複数企業が共通に R&D をし始める傾向を調べ

ます。 

 

複数企業が共通に取り組み始めるトレンド化傾向が表れる特定の R&D を調べ

る特許解析を行っていち早くそれに気づいて、お客様自身の R&D 着手の検討

ができるようにする。 

参入企業の R&D 過去にはなかった特定の R&D アイデアでの R&D を行う企業等を調べます。 

 

注目していなかった企業の斬新なアイデアでの R&D についての動きを調べる

特許解析を行っていち早くそれに気づいて、お客様自身の R&D の検討ができ

るようにする。 
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⚫ R&D 競合企業をベンチマークする 

競合他社がお客様テーマの差別化要素を「R&D を実施しているかどうか」「実施に際して発明数がどれくらいか」などを調べます。

競合各社をベンチマーク可能にするために、調べた結果の各社の発明数や R&D 内容の違いを可視化できるように比較表に作成し

ます。 

 

例えば 

 

 

比較表を完成させるために行う委託業務の内容 

この比較表を作成可能にするために、お客様の差別化しようとする要素技術ごとに特許検索式を作成します。 

No 委託業務の項目 内容 

１ 特許検索式 要素技術ごとの検索式を作成する。 

２ 発明数を集計する 検索式×企業のマトリクスごとの発明数を集計する 

３ 競合各社の「R&D 内容」の文章化 マトリクスごとの対象特許を読み解いて各 R&D の特徴を考察し、企業ごとの

「R&D 内容の概要」欄の文章化を行う 

４ 比較表の作成 レポート資料に比較表を掲載する 
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⚫ トレンド化傾向がある R&D を探索する 

本サービスでは、「トレンド化傾向がある R&D」を探索する特許解析 Option「R&D トレンド解析」を行うことができます。 

 

「トレンドの R&D」とは、OEM メーカーの主要３０社程度が、揃って R&D に取り組む状態を指しています。例えば、「ディープ

ラーニングの車載化」がその対象 R&D です。一方で、「トレンド化傾向のある R&D」とは、この３０社が揃って R&D をしてはい

ないが、数社が R&D に着手して、他の OEM メーカーも R&D に着手することが予測される状態を意味して説明をします。例えば、

「生成 AI の車載化」がその対象 R&D です。 

 

「ディープラーニングの車載化」と「生成 AI の車載化」の R&D についてのパテントマップを以下に示しました。 

これは、世界中の特許を調べた結果で作成した縦軸に企業数、横軸に出願年としたグラフを作成したものです。 

 

 

〈調査結果〉 

R&D 種別 トレンド化傾向 パテントマップで分かること 

「ディープラーニン

グの車載化」 
◎ 

世界中の特許で初めて２０１４年に特許出願された技術であることが分かりまし

た。その後に企業の数が、右肩上がりに増えていき、２０２２年には８００社が特

許出願するまでになるパテントマップです。 

「生成 AI の車載化」 ○ 

世界中の特許に初めて２０１７年に特許出願された技術であることが分かりまし

た。その後に企業の数が、右肩上がりに増えていき、２０２２年には３０社が特許

出願するまでになるパテントマップです。 

「生成 AI の車載化」は、自動車メーカー全てが取り組んではいない R&D ですが、トレンド化傾向が出ています。 

このようなトレンド化傾向がある R&D を早期に調べて、R&D 着手の要否を検討することを可能にするトレンド化傾向の検知がで

きる Emerging 特許解析をご用意しました。 

 

〈Emerging 特許解析の具体的な方法〉 

トレンド化傾向の R&D を探す特許情報です。キーワードを探し出す作業です。 

1. 特許を読む  ；世界中の特許の最新公報を読む作業をする 

2. キーワードに気づく ；公報に書かれているキーワードが、今まで見たことも聞いたことのない用語を発見 

3. 意味を理解する ；キーワードについて、ネット検索と特許検索で調べて学ぶ。 

4. 「Emerging」評価する ；グラフ化して評価する  

5. 「Emerging」と判定 ；お客様に報告する 

⚫ R&D アプローチの企業差を可視化する 

同じ課題を解決しようとする複数の企業の R&D アプローチを調べることができます。これにより、お客様の R&D アプローチをど
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のようにするのか戦略的に検討することができることを目指しています。 

 

【事例】BYD 社と NIO 社の R&D アプローチの違いを展開図で示しました。 

「EV の航続距離が不足する」課題を解決する R&D アプローチの違いを展開図にしましたので、これを使って解説します。 

 

このように、競合他社の R&D 内容を５項目のいずれかを調べることで、お客様の R&D 検討で同じ機能を開発して対抗することや、

あるいは、他社が気づいていない機能等を狙って開発するなどの検討することができることを目指しています。 
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6. 納品物 

⚫ レポート資料 

お客様がお申込みいただいた特許解析 Option を実施した結果を資料にまとめて、ご報告する資料がレポート資料です。つまり、お

客様の R&D テーマについての「R&D 競合企業を調べた結果」「ご指定の特定企業の R&D 内容を調べた結果」「R&D トレンドを調

べた結果」「各社の R&D を比較した結果」について説明します。 

 

レポートの構成の例を以下に示します。 
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⚫ 「特許リスト」 

本サービスは、「特許リスト」をご提供することができます。ファイル形式などは、下図に示した通りです。また、提供する特許リ

ストにおける一部の技術分類の対象特許にだけ、当該分類のタグ情報を付与する作業をすることができます。 

 

〈補足〉 

1. 特許リストの対象は、調査結果の特許検索式で抽出される特許母集団の全部、あるいは一部です。部分指定が可能です。 

2. シンプルファミリの代表特許での特許リストを提供することが標準です。 

なお、分割出願を別な特許として扱った特許リストでも提供可能です。 

3. 納品する特許リストの件数は、調整が可能にしています。詳しくはお問い合わせください。 

⚫ 分類にタグ付けができる 

〈タグ付与の例〉 

下図は、上記した６項目とは別に「ソーラーEV」「バッテリ交換」「特許価値」の３つのタグ情報を付与した特許リストの例です。 

 

図中の「●」で示した対象特許がタグに関わる技術のものです。 

また、「特許価値」は、PatSnap が独自で付与した特許個々の金額価値情報です。これを利用して、タグを付与することなども可能

です。付与できる情報や料金などは、お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
19 

 

タグの活用例（１） 集計がし易くなる 

そもそもタグ付与の目的の１つが、特許リストを使って Excel など表計算

ソフトでグラフを作成することです。お客様独自の集計が可能になりま

す。 

その目的で、タグ情報を付与するために、前もって、技術等の分類を設定

することが必要です。 

 

分類を設定する方法は、３つあります。 

1. お客様の視点で分類設定をする。 

(ア) 検索式を作成する方法 

(イ) 人が読み仕分けする方法 

(ウ) など 

2. 弊社が行う特許解析の結果でトレンドとなる技術等を解析した場合

に、その技術分類で、タグづけを行うことができます。 

分類と特許の紐付けができていれば、そのタグ付けをすることができます。詳しくは、お問い合わせください。 

 

タグの活用例（２） 特許を読む作業をする際に、チームメンバーで分担することがありますが、分担すべ

き技術等を事前にタグ化するなどすることで、振り分け管理が簡単になります。 

  

「バッテリ交換ステーション」に関する特許

数のグラフ 
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7. 「調査 Option」・「調査アップデート」の種類について 

調査 Option 項目は、ここまで説明してきた「①R&D 競合企業を調べる」「②R&D 内容を調べる」「③R&D を比較する」の３種類の

委託業務をそれぞれ細分化したものを Option としていて、それぞれに料金を設定しています。Option を細分化してそれをお客様

が選ぶことができるようにすることによって、無駄な調査をなくして安価で提供できる仕組みにました。 

 

⚫ 調査 Option 一覧表  

調査 Option 名 
業務内容 

①メイン検索式 
メイン特許検索式作成＋R&D 企業リストの生成 

テーマ全体の競合企業の特許数等や国別状況をご報告 

②−1．サブ検索式 
サブ分類の検索式作成 

差別化要素等の技術分類の検索式を作成します。 

②−２．ミニレポ 

指定企業の R&D ミニレポート制作 

 R&D アクティビティ 

 特許サンプル（R＆D 内容） 

 特許サンプルの解説 

R&D ベンチマークレポート制作 

R&D ミニレポートの複数企業分をまとめて、各社の R&D の企業比較表を完成させます。 

②−３．参入動向 

指定企業以外の R&D 動向レポート制作 

 企業リスト、全体の R&D アクティビティ、 主な企業の特許数や特

許サンプル、等 

③−１．トレンド解析 

R&D トレンド解析レポート制作 

どのような R&D がトレンド化傾向にあるのかを探 す作業を、グラフ

で確認しながら行います。 

 

③−2．R&D 戦略調査 
R&D アプローチの可視化など企業別の R&D 戦略レポート制作 

特定企業の R&D アプローチ等の可視化をします。 

④−１．特許リスト 

特許リストの Excel ファイル提供 

 

④−２．分類タグ 

特許リストの個別特許がどの企業のどの

分類なのかを識別可能なタグ付をしま

す。 
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⚫ 調査アップデートの２種類のプラン 

１回目の調査完了後に、新たに公開された未調査の特許を調べる調査アップデートを行うプランが、下表に示す２種類ご用意して

います。 

 

１回目の調査と比べての違いは、前回調査で使用した「検索式」をそのまま使用するなど、いくつかの合理化ができて、その分の

調査期間の短縮や料金が割安になります。特許リストも提供しますので、お客様ご自身で特許を読む環境を継続することができま

す。 

 

２種類のアップデートプランについて詳しく説明します。 

Option

名 
おススメの申込み時期 業務内容〈詳細〉 

点検プラ

ン 
前回調査の１年経過前 

 本プランは、前回調査後に新たに公開された未調査の特許を調べます。レポー

トと特許リストをご提供可能です。 

 値引き対象 Option の料金は、標準価格の３０％割引にしています。 

 特許リストの提供対象は、前回調査後に新たに公開された未調査分です。 

 

点検パッ

ク 
前回調査完了の次年度期初 

 本プランは、年３回の報告をパッケージにしたものです。３、４ヶ月ごとにレ

ポートと特許リストをご提供します。 

 値引き対象 Option の料金は、標準価格の５０％割引にしています。 

 分類タグ Option の料金は、分類種類数×¥３,０００円（標準料金）が無料にな

ります。 

 点検パックは、契約期間中に限り、相談サービス（※）が無料です。 

※ 「相談サービス」とは、たとえば、調査結果の対象特許の関連会社を調べるな

ど特許ツールのオペレーションで把握できる簡単な相談であれば、無料で回答

するサービス。 

 

 

  



 
22 

 

8. 料金体系 

料金体系は、下表に示す通り、「レポート料金」「特許リスト料金」「調査アップデート料金」の３種類に分かれています。 

 

⚫ レポート料金 

Option 名 
業務内容 数量の定義 単価 

①メイン検索式 
メイン特許検索式作成＋R&D 企業リストの生成 

テーマ全体の競合企業の特許数等や国別状況をご報告 
一式 

￥３００,０００

円 

②−1．サブ検索式 
サブ分類の検索式作成 

差別化要素等の技術分類の検索式を作成します。 

サブ分類の

数 
￥５０,０００円 

②−２．指定の企

業・分類のミニレポ 

指定企業の R&D ミニレポート制作 

 R&D アクティビティ 

 特許サンプル（R＆D 内容） 

 特許サンプルの解説 

R&D ベンチマークレポート制作 

R&D ミニレポートをベースに、各社の比較表を完成させます。 

企業数 × 

分類数 

の総数 

￥１５,０００円 

②−３．指定外の動

向のミニレポ 

指定企業以外の R&D 動向レポート制作 

 企業リスト、全体の R&D アクティビテ

ィ、主な企業の特許数や特許サンプル、等 

 

分類数 ￥３０,０００円 

③−１．トレンド解

析 

R&D トレンド解析レポート制作 

どのような R&D がトレンド化傾向にあるのか

を探す作業を、グラフで確認しながら行います。 

 

特許数 ￥9,600 円 

③−2．R&D 戦略

調査 

企業の R&D アプローチなどの可視化を伴う企業別の R&D 戦略レポー

ト制作 

特定企業の R&D アプローチを可視化します。 

企業数 
￥５０,０００円

〜 
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⚫ 特許リスト料金 

Option 名 業務内容 数量の定義 単価 

特許リスト 

ご要望の件数の特許リストを生成して、Excel ファイルで提供しま

す。なお、対象特許母集団は、「メイン検索式」、「サブ検索式」で抽

出可能なもので、ご要望の件数になるように、出願時期などのパラメ

ータ調整をして特許リストを生成します。 

特許１件数あたり ￥300 円 

人的タグ付 ご指定の分類ルールに沿って人が特許を読んでタグ付作業をします。 特許１件あたり ￥3,000 円 

分類タグ付 

「メイン検索式」で抽出された母集団を特許リストに対してご指定の

サブ分類の「サブ検索式」での特許に対してタグ付をする作業を行い

ます。 

分類するタグあた

り 
¥3,000 円 

 

⚫ 調査アップデート料金 

調査 Option 名 数量 

の定義 

標準 

料金（税込） 

点検プラン 

料金（税込） 

点検パック 

料金（税込） 

①メイン検索式 一式 ¥300,000  0 0 

②−1．サブ検索式 サブ分類の数 ¥50,000  0 0 

②−２．指定の企業・分類のミニレポ 指定の企業×分類の数 ¥15,000  ¥10,500  ¥7,500  

②−３．指定外の動向のミニレポ 指定分類数 ¥30,000  ¥21,000  ¥15,000  

③−１．トレンド解析 特許サンプル数 ¥9,600  ¥6,720  ¥4,800  

③−2．R&D 戦略調査 企業数 ¥50,000  ¥35,000  ¥25,000  

④−１．特許リスト 特許件数 ¥300 ¥300 ¥300 

④−２．分類タグ タグの種類数（※１） ¥3,000 ¥3,000 0 

※１ タグの種類数 ＝企業数 × 分類数 ＋ 参入動向 × 分類数 

※２ 点検プランの料金は、標準の３０％割引にしています。（表の背景色が「青色」） 

※３ 点検パックの料金は、標準の５０％割引にしています。（表の背景色が「黄色」） 

※４ 表の背景色が「白色」Option の料金は、初回調査時の検索式を利用しますので、料金が発生しません。 

※５ 特許リストは、点検プラン、点検パックともに料金割引がございません。 
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9. プラン（例） 

⚫ 格安な海外 R&D 動向調査プラン (税込) ￥198、000 円  

プラン概要 〈レポート概要〉 

お客様テーマの世界中の R&D 動向を調べるプラン。 

お申込みに際して、ご提示いただいたお客様テーマの

特許検索式を変換して、１７０カ国の特許を調べて、

納期を短縮し格安な料金を実現しました。とにかく、

海外動向が気になる方が、お試しで世界特許を調べる

際に利用するプラン。 

 

 テーマ全体の R&D アクティビティ状況；発明数の時系列推

移グラフ、国別状況、世界中の R&D を行う競合企業リスト 

 R&D 内容を把握結果；お客様指定の７社の R&D 内容を把

握可能な特許サンプルの提示や全体の R&D トレンド。 

 

⚫ R&D トレンド調査プラン (税込) ￥498、000 円〜 

プラン概要 〈レポート概要〉 

主な世界中の OEM メーカー等企業がお客様テーマの

R&D と競合する内容の R&D に取り組んでいる状況を調

べます。 

複数企業が共通して取り組むトレンド化傾向がある

R&D について調べて、当該 R&D によって実現される機

能・性能等がどのような方向性があるのかを調べるプラ

ンです。 

 

 調べたトレンド化傾向にある R&D をお客様ご自身で感じ

られるように伝えるために、例えば、メジャーな OEM メ

ーカーを３０社ほど選んで、各社の R&D 内容を調べま

す。結果、各社の R&D 内容を書かれている２、３件の特

許を選別して、それをレポートで紹介し解説する形式で報

告します。これにより、複数企業が共通して取り組む傾向

を伝え、かつ、各社の違いまで感じ取るようにして、OEM

メーカーが共通に取り組む R&D の方向性を把握可能にし

ます。 

 

⚫ 差別化 R&D 調査プラン (税込) ￥980、000 円〜 

プラン概要 〈レポート概要〉 

世界中の主な OEM メーカー等企業がお客様テーマの

R&D と競合する内容の R&D に取り組んでいる状況を調

べます。 

複数企業が共通して取り組むトレンド化傾向がある

R&D について調べて、当該 R&D によって実現される機

能・性能等がどのような方向性があるのかを調べるプラ

ンです。 

 

 まとめページでは、以下に示したベンチマーク表を提示す

るものです。各分類別の特許数やサンプル特許の提示など

して、競合の R&D 内容を具体的に把握可能にします。 

 

詳細なプラン内容は、オンラインミーティング等口頭でご説明をします。また、その他のプランとして、定期点検プランなど、ご

用意しています。プランは、前ページの「料金体系」に示した Option 項目を組み合わせて色々とアレンジができます。その場合に

は、お問い合わせください。 
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10. 補足資料 

お申込みに際して 

料金は、ご依頼内容に基づく見積式で行います。 

 

見積段階では、以下手順で行います。 

予備調査をヒアリング後に行い、その結果で企画提案書を作成します。 

その企画提案書において、料金、納期、特許解析 Option のどれを使うかの提案をご提示します。 

お客様は、それをみてお申込みの可否を判断、あるいは、再見積の依頼等ができるようにしています。 

 

 

なお、料金の目安は、本書の料金欄をご覧ください。 

 

契約形態について 

レポートと特許リストが納品物の対象です。 

 

• 検収日は、原則、引き渡し日から 5 日以内でお願いしています。 

• お支払いは、引き渡し日から６０日以内でお願いしています。 

• 途中キャンセルは、実施済み項目のキャンセルが不可で未実施項目について可能としています。 

• これら内容は、お申込書に記載するようにしています。再度、そちらをご確認ください。 
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レポート資料の扱い  

 資料形態は、基本、PDF 資料です。パワーポイント、あるいは、WORD 資料で作成し、PDF でご提供することが基本です 

 資料提供の取り扱い条件 

説明資料は、アナリスリサーチ社の著作権物です。著作権は、ライセンス許諾する形になります。著作権の権利譲渡はしてい

ません。以下条件を遵守することでご活用いただけます。 

○ 閲覧範囲は、お申込み企業の社員全員です。ただし、グループ会社の社員の閲覧を許諾していませんので、その必要が

ある場合には、ご問い合わせください。 

○ 資料の複製は、お申込み者に限り可能にしています。ただし、改変を認めてはいません。活用方法は、転載や引用が可

能です。ページの一部切り取りなどの改変は、原則、禁止しています。 

 

 例えば、このような引用、転載方法ができます。社内共有する際に、この方法をおすすめします。   
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世界中の特許を調べる必要性について 

BYD や BENZ などの R&D 内容を調べるには、各企業の開発拠点の特許を調べることが必要です。 

 

以下事例で理由を説明します。 

 

【事例】BYD の特許出願の（国と特許種別）と BENZ の特許出願国 

２０２０年以降の特許出願について調べた結果は、以下のようになりました。 

 

 

この結果から、R&D の内容を調べるには、BYD が中国の実用新案を調べることが必要で、BENZ がドイツ特許を調べることが必要

であることが分かります。 

 

【事例】中国特許しか出さない中国企業が多いから 

「EV の航続距離が不足する」課題に関する特許について、１７０

カ国の特許を調べた結果の国別企業数を下図に示しました。 

 

結果、世界中で EV 開発が進むことが分かり、特に、中国企業が多

いことが分かりました。中国企業の動きを把握するには、中国特許

を調べることが必要で、世界１７０カ国を調べることで、実現でき

るようになります。 
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